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早いものがちとはこのことかあ/
「我身ーヅの ー Jrハァーイ /J

あ~とられちゃ ったあーJ とにき

やかに繰り聞かれた町民百人一首

大会は 1月22目、総合体育館の武

道館で聞かれ、15チームが気合は

げしく木札を飛ばし合った。冬休

みから腕をみがいた中学生が大人

相手に堂々と対戦するなど、観戦

する人たちも其剣に見入って、早

手取りに拍手を送つでいた。
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(町民怒草より)

昭和53年

2月号
No. 



ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
目
だ
つ

死
者
五
人
、

負
傷
者
二
十
六
人

川
年
道
内
の
交
通
事
政
に
よ
る
死
告
は
川
行
七
十
五
人
で
、
前
年
に
比
べ
七

人
の
減
少
し
か
な
く
、
つ
い
に
、

一
年
辿
杭
全
凶

一
と
い
う
本
名
営
な
記
録
音

残
し
ょ
し
た。

本
町
に
お
い
て
b
例
外
で
な
く、

川
年
卜
二
川

1
-百
住
吉
で
二
名
の
死
亡

下
放
し
ム
リ
州
卜
ヒ
ハ
け
し「
川
数
の
h
人
と
い
う
事
数
の
犠
牲
舟
を
出
す
結
川市
に

終
り
よ
し
た
が
、
市V
放
絶
滅
の
似
い
を
こ
め
て、

川
年

一
司
川
の
市
故
内
容
を

分
折
し
て
み
よ
し
h
h
(
資
料
は
今
合
併
山
市

aUM問
山
所
総
供
)

昨
年

一
向
聞
に
町
内
で
発
生
し
た
交

通
事
放

(人
身
事
故
)
は
発
生
十
六
刊

で
死
者
五
人
と
一
一
十
六
人
の
れ
向
者
を

「
4

山
し
で
い
ま
す
。

前
司
と
比
べ
発
生
件
数
が
八
件
、
負

向
者
が
十
一
人
減
っ
て
い
ま
す
が
、

悲

惨
な
事
故
に
よ
り
死
者
が
凶
人

も
ふ
え
て
い
ま
す
。
こ
の
中
で
、

山中
ど
う
し
(
特
に
貨
物
自
動
車
)

が
十
a

一件
、
中
と
歩
行
者
が
二

件
、
車
の
単
独
事
故
が
二
件
あ

り
ま
す
。

事
故
原
因
を
み
ま
す
と
、
市
中

州
で
は
雪
道
や
カ
l
プ
で
ス
ピ

ー
ド
の
出
し
す
ぎ
に
よ
る
衝
突
、

路
外
逸
脱
が
八
件
、
前
方
不

a

v
弘
、
安
全
巡
払
義
務
ヰ
反
五
件
、

死
者
三
名
を
出
し
た
住
吉

一

駅
附
近
は
昨
年
十
二
月
か
ら

一

ス
ピ
ー
ド
制
限
が
四

o~に一

伝
を
し
な
い
こ
と
が
原
因
に
な
っ
て
い

ま
す
。事故
事
の
箆
附
別
で
は
、

4
金
町
在

住
者
が
六
件
、
北
桧
山
町
二
件
、
白
老

町
ほ
か
町
外
者
が
八
件
で
、
死
片
壌
放

は
全
部
が
町
外
者
に
よ

っ
て
起
き
て
い

ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
急
カ
プ
の
多

い
道
路
事
情
も
合
わ
せ
て
原
因
し
て
い

る
と
も
い
え
そ
う
で
す
。

北
桧
山
警
察
署
管
内
の
発
生
状
況
は

町内小中学校が最高賞

全国小中学生交通安全

ポスターコンクール

佐藤君と伊藤 さん
(種川小中里中)

左
表
の
と
お
り
、
本
町
の
死
亡
事
故
卓
也

刷
引
が
同
国
た
ち
、
桧
山
管
内
で
も
第

一
位

で
あ
り
、
函
館
方
面
本
部
内
で
は
函
館

市
十
二
人
、
長
力
部
町
六
人
に

つ
ぎ
第

三
位
と
り
7
不
名
誉
主
記
録
を
技
し
ま

し
た
。
ま
た
、
依
然
と
し
て
多
い
酒
酔

い
辺
転
者
も
多
数
検
挙
さ
れ
ま
し
た
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
交
通
事
故
は
被

害
者
も
加
害
者
も

一
瞬
の
う
ち
に
不
幸

の
ど
ん
底
に
台
と
し
入
れ
ま
す
。

全
国
内
M

協
共
済
連
主
催
の
五
十
二
年

度
全
国
小
中
宇
生
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ル
で
絹
川
小
学
校
と
中
型
小

中
学
校
の
児
童
、
生
徒
二
人
が
そ
ろ
っ

て
品
市
位
の
総
理
府
総
務
長
官
貨
を
受

巧
特
に
中
里
小
中
学
校
で
は
、
金
一品

質
の
ほ
か
に
二
人
が
金
賞
、
銀
賞
を
獲

得
し
、

三
年
連
続
の
総
務
長
官
賞
と
優

秀
学
校
骨
H
を
受
賞
し
て
大
喜
び
で
す
。

時
れ
の
総
務
長
官
賞
を
受
賞
し
た
の

は
極
川
小
の
佐
藤
敦
君
(
五
年
生
)
と

中
望
小
中
の
伊
藤
政
子
さ
ん

(中
学
一
一

年
)
の
二
人
。
そ
れ
に
中
里
小
中
の
藤

教支ま布
告する予世仁
x 

52年の町別交通事故発生状況

IIIT 名 発生同数 死者数 傷者数

今金町 16 (24) 5 (1) 26 0司

北桧山町 4 (1骨 。(1) 4 (Jl) 
i斬棚 "'T 6 (3) 2 (1) 7 (2) 

大成 "T 5 (11) 1 (0) 6 (J司

31 (4国 8 (3) 43 (6司

5
 

脇
H
AT

い
ね
む
り
川
崎
私
、
布
折
安
全
不

雌川町世
ニ
M
H
と
な
っ
て
お
り
、
控
什
布
市V

故
で
は
、
四
叫
私
有
の
ス
ピ
ー
ド
の
山
し

す
ぎ
と
，
M
方
不
注
立
が
大
き
た
事
政
に

つ
な
が

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
事
故
を

起
こ
し
た
巡
払
者
の
年
齢
は
、
三
十
疏

ま
で
が
四
刊
、
四
十
蔵
ま
で
が
七
件
、

四
十
歳
以
上
が
五
件
で
、
調
暗
転
経
験
か

ら
は
五
年
未
満
の
人
山
町
四
件
、
五
年
か

ら
十
年
ま
で
が
六
刊
、
十
年
以
ょ
が
六

件
と
、
川
テ
ラ
ン
の
巡
似
者
が
大
半
を

占
め
て
い
ま
す
。
と
く
に
、
昨
t
'事
故

が
山
地
中
し
た
国
道
二
七
七
号
線
の
住
吉

地
区
で
は
ハ
刊
の
う
ち
、

コ一
件
が
死
亡

市
故
に
去
り
別
人
が
死
亡
、
つ
ぎ
に
樋

川
、
中
虫
、
義
利
河
、
八
京
地
区
が
各

一一
円
づ
っ
発
生
し
て
台
り
、
危
険
地
併

で
の
ん批…媒泌
転
が
目
立
っ
て
H
Y

ま
す
。

時
間
別
で
は
、
午
後
三
時
か
ら
六
時
頃

が
七
件
と
多
く
、
月
別
で
は
十

一
月
か

ら
=
一
月
ま
で
の
冬
期
間
に
九
件
と
、
い

ず
れ
も
道
路
条
件
に
合
っ
た
似
重
な
述

d
F通
事
故
ゼ
ロ
ω

は
み
ん
な
の
願

い
で
す
。

四
唱
松
者

一
人
ひ
と
り
が
気
を

つ
け
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
町
民
み
ん
な

の
協
力
で
、
私
た
ち
の
町
か
ら
悲
惨
吾

市這
事
故
を
な
く
し
た
い
も
の
で
す
。

.
今
月
の
交
通
安
全

雪
道
で
の
「
急
プ
レ

キ
」
は
危
険

で
す
。
ス
ピ
ー
ド
を
落
し、

車
間
距
離

を
十
分
に
と
っ
て
、
冬
の
交
通
事
故
を

防
止
し
ま
し
ょ
う
。

本
理
閉
山
さ
ん

(小
一ニ)
が
金
賞
、
森
春

樹
君

(小
六
)
が
銀
M
H
に
選
ば
れ
ま
し

た
。
佐
藤
君
は
昨
年
全
道
選
考
で
銀
賞

だ
っ
た
が
、
今
回
は
全
国
最
高
の
で

っ

か
い
誌
を
独
得
し
て
大
宮
び
。
初
小
の

奥
崎
敏
雄
校
長
は
「
他
の
作
品
展
に
も

多
数
入
賞
し
て
い
ま
す
が
、
全
面
で
は

初
め
で
」
と
今
後
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

中
里
小
中
学
校
は
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル

が
始
ま
つ
で
以
来
、
学
校
ぐ
る
み
で
応

募
し
、
昨
年
の
全
道
コ
ン
ク
ー
ル
で
は

全
校
二
十
三
人
の
児
童
、
生
徒
の
う
ち

十
六
人
が
入
選
す
る
成
秘
で
、
四
年
連

続
し
て
知
器
貨
を
受
け
て
い
ま
す
。
伊

藤
さ
ん
の
作
品
は
、
家
族
ぐ
る
み
で
交

通
安
全
に
取
り
組
ん
で
い
る
婆
を
表
現

し
た
も
の
。
(
写
只
)
佐
竹
淳
一
校
長
は

「参
加
す
る
ご
と
に
子
ど
も
た
ち
の
創

作
意
欲
が
高
ま
り
、
小
さ
な
学
校
の
伝

統
と
し
て
つ
ち
か
わ
れ
て
い
く
の
が
楽

し
み
で
す
」
と
、
指
導
に
あ
た

っ
た
山

寺
寿
恵
子
先
生
と
と
も
に
三
年
連
続
の

快
挙
に
喜
び
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

総続4榔欄間品守秘書締鰍綴峨

畿議機鋭縁関親機
65歳から69歳まで

制限付で対象年齢を引下げ

多
年
に
わ
た

っ
て
社
会
の
准
尉
に

苦
労
を
蕊
ね
て
き
た
あ
年
寄
り
が
、

安
心
し
て
病
院
に
か
か
る
こ
と
が
で

き
、
い
つ
ま
で
も
長
生
き
し
て
も
ら

お
う
!
と
、
町
で
は
昭
和
問
十
七
年

一
月
か
ら
七
十
議
以
上
の
お
年
寄
り

全
員
の
医
療
貨
を
無
料
に
し
て
き
ま

し
た
が
、
今
斗
二
月

一
日
か
ら
道
の

老
人
医
療
品
作
特
別
対
策
事
業
に
添

っ
て
、
六
ト
丘
緩
か
ら
六
十
九
議
ま

で
の
老
人
の
う
ち
、
子
の
な
い
老
人

草
原
乞
対
怠
に
、
老
人
医
倒
的
の
無

料
化
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

現
夜
、
国
の
社
会
保
障
体
系
の
な

か
で
行
わ
れ
て
い
る
老
人
の
医
療
官

助
成
は
老
人
福
祉
法
で
七
」
l
歳
(
ね

た
き
り
の
方
は
六
十
五
歳
)
以
上
は

盤
料
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
所
得
制

を
ま
で
の
方
@
ひ
と
り
暮
ら
し
の
宅
入
、

老
人
と
十
八
歳
未
湖
町
子
や
孫
だ
け

の
世
帯
や
老
人
夫
婦
(
夫
婦
の

一
方

が
六
十
五
歳
以
上
で
、
そ
の
配
偶
者

が
六
十
歳
以
上
)
だ
け
の
世
惜
の
方

@
十
八
歳
以
上
町
子
の
な
い
左
@
そ

の
世
帯
の
生
計
中
心
者
の
所
得
が
別

に
定
め
る
額
(
例
H
二
人
世
帯
で
年

収
約
百
六
十
四
万
円
)
を
超
え
な
い

方
@
老
人
福
祉
法
や
生
活
保
議
法
そ

の
他
の
法
律
で
、
そ
の
病
気
に
つ
い

て
医
療
質
的
給
付
を
受
け
て
い
な
い

方
で
す
。
子
の
な
い
方
と
同
様
の

扱
い
を
受
け
る
特
例

原
則
と
し
て
子
の
な
い
方
を
対
象

と
し
て
い
ま
す
が
、
特
例
を
設
け
て

運
用
に
配
慮
し
て
い
ま
す
。
お
子
さ

ん
が
次
の
よ
う
な
場
合
の
世
帯
の
老

人
は
給
付
の
対
象
に
含
ま
れ
ま
す
。

@
十
八
歳
未
満
の
児
背
@
震
度
内
心

設

害

者

。

干
歳
未
満
の
学
生
客

様
学
校
内
学
生
を
含
む
)
@
生
死
不

明
者
@
拘
祭
さ
れ
て
い
る
者
@
社
会

稲
祉
施
設
入
所
岩
@
長
期
療
益
者
@

外
国
に
抑
留
中
の
者

〈所
得
制
限
〉

経
済
的
に
厳
し
い
生
活
を
し
い
ら

れ
て
い
る
方
を
俊
助
す
る
の
が
制
度

内
目
的
で
す
か
ら
、
あ
る
舵
度
以
上

の
所
得
の
あ
る
方
は
対
象
か
ら
の
ぞ

か
れ
ま
す
。

所
得
制
限
の
限
度
額
(基
砕
額
)は、

次
の
表
的
と
お
り
で
す
。

ー

叫
が
あ
り
、
七
十
故
以
上
の
老
人
全

μ

が
そ
の
思
想
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

そ
の
た
め
町
で
は
、
独
自
に
こ
の
所

得
制
限
を
徹
出
府
し
て
、
七
十
蔵
以
上
の

老
人
全
nuを
対
象
に
実
胞
す
る

一
方、

こ
の
制
度
の
拡
大
を
国
や
道
に
対
し
て

強
く
嬰
訴
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
固
に
お
い
て
は
老
齢
人
口

の
忽

mと
国
民
負
担
の
大
脳
寺
岡山加
が

比
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
国
の
制
度
と

し
て
対
泉
有
船
を

一
一
単
に
引
下
げ
る
見

通
し
は
非
常
に
困
雌
な
状
況
に
あ
り
ま

寸
，
こ
の
た
め
、
道
で
は
昨
年
、
道
総
合

医
療
協
議
会
の
芯
日
比
を
踏
ま
え
、
道
と

市
町
村
が
協
力
し
て
、
独
自
に
公
山
口
れ

但
制
度
を
実
施
す
る
こ
と
に
在
り
ま
し

た
。〈
制
度
を
設
け
た
趣
旨
〉

一
一
月
か
ら
実
施
す
る
制
度
は
、
日
常

H
h
も
厳
し
い
皆
活
環
境
に
お
か
れ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の

老
人
、
ま
た
は
老
人
と
児
戒
だ
け
、
あ

る
い
は
老
人
夫
紛
の
み
で
杭
枯
ら
し
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
山
部
な
ど
、
村
会

的
に
最
も
弱
い
立
場
に
あ
る
老
人
に
対

し
て
祈
制
の
手
を

yfν
の
べ
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

〈
対
象
と
な
る
老
人
の
範
囲

〉

新
た
な
制
度
で
対
認
と
在
る
の
は
、

独
立
し
て
ヂ
d
を
た
て
て
い
る
お
年
寄

り
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
あ
て
は
ま
る

方
で
す
。
@
六
十
五
歳
か
ら
六
十
九
歳

( 2 ) 

¥J 

所得制限の限度額

扶聾親族等の数 基華麗(21噌)医給与所得の場合
。人 800，∞D円 1，336句0001"

1 1，000，000 1，644，0∞ 

2 1，260，000 2守016，000

3 1，520，000 2，388，000 

4 1，780，000 2，760，000 

(注)所得とは昭和51年中の収入総額です.

受
給
資
格
証
の
申
請
を

医
療
費
の
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
方
は
、
町
内
に
住
ん
で
い
て
住
民

泉
に
記
耐
制
さ
れ
て
い
る
方
が
対
象
で
す

が
、
対
象
者
の
方
々
は

『受
給
資
格
登

録
申
諮
問
ど

を
町
に
出
し
て
も
ら
い
、

町
で
は
こ
の
申
諮
に
よ
り

『受
給
資
格

証
』
を
つ
く
り
、
本
人
に
交
付
し
ま
す
。

こ
の
受
給
資
格
証
は
病
院
、
診
療
所

在
ど
に
か
か
る
と
き
に
医
療
保
険
証
と

い
っ
し
ょ
に
窓
口
に
出
し
て
い
た
だ
〈

も
の
で
す
。

刷
出
荘
、
町
で
制
ベ
た
お
年
寄
り
に
は

認
定
の
手
続
き
を
す
る
よ
う
通
知
し
て

い
ま
す
が
、
み
な
さ
ん
の
中
で
対
象
と

♀
る
方
が
お
り
ま
し
た
ら
忘
れ
ず
役
場

福
祉
諜
①
蕃
窓
口
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

申
間
に
あ
た

っ
て
は
、
証
明
す
る
啓

類
が
あ
り
ま
す
の
で
、
福
祉
係
で
く
わ

し
く
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

( 3 ) 
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明
る
く
健
康
的
な
環
境
の
な
か
で
す
こ
や
か
に

育
っ
て
も
ら
お
う
!
と
、
昨
年
九
月
か
ら
A
Y
金
公

民
館
跡
地
に
新
築
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
た
A
品品

保
育
所
は
、
総
事
業
費
七
千
八
百
万
円
で
十
二
月

に
完
成
。
今
品
挙
ナ
節
保
育
所
で
仮
住
ま
い
し
て
い

}
た
保
育
児
は

一
月
十
二
日
さ
っ
そ
く
新
施
設
に
引

戸

っ
越
し
元
気
に
は
し
ゃ
い
で
い
ま
す
。

~

り

っ
ぽ
に
な
っ
た
純
設
は
、
補
強
コ
ン
ク
リ
l

『
ト
プ
ロ
ッ
ク
平
屋
建
て
五
九
四

・
二
八
平
方
針
で

前
施
設
の
約
二
倍
以
上
の
大
き
さ
。
三
つ
の
保
育

室
に
乳
児
の
ほ
ふ
く
室
と
明
る
く
広
い
遊
撃
車
の

ほ
か
、
事
務
室
、
給
食
配
膳
室
、
休
養
室
、
保
健

室
、
寝
具
保
管
庫
が
あ
り
、
各
室
は
温
水
ボ
イ
ラ

ー
で
快
適
在
温
度
が
保
た
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
五
十
人
の
定

μで
す
が
、
四
月
に
は
三

歳
未
満
児
十
八
人
、

三
歳
以
上
が
七
十
二
人
、
計

九
十
人
の
保
育
児
が
入
所
で
き
ま
す
。
ま
た
、
職

員
も
保
母
三
人
、
調
理
士

一
人
が

m員
さ
れ
、
合

計
十
人
に
な
る
予
定
で
す
。

新
年
度
は
、
遊
園
地
や
環
境
整
備
も
行
わ
れ
ま

す
の
で
、
一
段
と
充
笑
し
た
保
育
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

N、』ノ将

円
型
の
明
る
い
照
明
が
あ
る
各
保

育
室
に
は
、
黒
板
、
オ
ル
ガ
ン
、
プ

レ
ー
ヤ
ー
、
テ
レ
ビ
技
術
が
あ
り
、

特
に
乳
児
ほ
ふ
く
室

(軍
兵
左
)
は

一云
戚
未
満
児
の
た
め
に
他
の
保
育
室

と
独
立
し
て
配
慮
さ
れ
た
企
や
す
べ

り
台
が
完
備
さ
れ
、
午
睡
も
そ
の
坊

で
静
か
に
で
き
ま
す
。
一
品
い
天
井
か

ら
明
る
い
目
ざ
し
が
差
し
込
む
遊
戯

室
(
茸
兵
上
)
は

一
六
O
平
方
M
と

広
く
、
元
気
な
幼
氏
の
笑
い
声
が
い

っ
ぱ
い
に
こ
だ
ま
し
て
い
ま
す
。

明るも鏑霞弱気もも摘も
今金保育所が完成.-4月から定員90人

， 
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衛生第一に手洗所は各保育室、遊戯室、

便所と身近なところに完備されています。

奥
ゆ
き
の
あ
る
玄
関
、
右
側
が
事
務
室
、

正
面

に
遊
戯
室
、
モ
ず
ン
な
内
装
が
明
る
く
楽
し
い
。

子どもたちのアイドルにと春には白

い外装に楽しい壁画が完成します。

(4 ) 

入
園
入
学
に
あ
た
っ
て

約
束
や
規
則
を
守
る

子
に
育
て
よ
う

幼
稚
園
や
学
校
に
は
、
集
団
生
活

の
き
ま
り
が
あ
り
ま
す
。
家
庭
で
は

許
さ
れ
る
依
頼
心
や
甘
え
も
、
こ
れ

か
ら
は
通
廟
し
ま
せ
ん
。
み
ん
な
で

決
め
た
約
束
や
ル

i
ル
を
守
る
こ
と

は
、
社
会
生
活
を
し
て
い
く
?
え
で

の
第

一
の
基
本
で
す
。
幼
稚
園
や
学

校
は
、
子
ど
も
に
と
っ
て
は
最
初
に

経
験
す
る
社
会
で
あ
り
、
ひ
と
り
の

w

住
民
“
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
の
場

で
も
あ
る
の
で
す
。

用
町
出
や
洗
顔
、
食
事
の
あ
と
か
た

づ
け
、
衣
服
の
脱
ぎ
前
む
な
ど
身
の
ま

わ
り
の
こ
と
は
自
分
で
す
る
よ
う
に

し
つ
け
、
集
団
生
活
の
規
則
や
エ
チ

ケ
y
ト
を
わ
き
ま
え
さ
せ
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
ま
た
、
対
人
関
係
と
し

て
は
、
ハ
イ

・
イ
イ
エ

・
あ
り
が
と

う
・
す
み
ま
せ
ん
を
は
っ
き
り
言
え

る
よ
う
に
し
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
決
ま
り
ゃ
約
束
が
守

れ
た
ら
‘
忘
れ
ず
に
は
め
て
や
り
ま

し
ょ
う
。
守
れ
な
か
っ
た
と
き
は

し
か
る
前
に
子
ど
も
の
身
に
な
っ
て

た
と
え
ば
内
容
的
に
無
理
が
な
か
っ

た
か
ど
う
か
、
強
制
し
す
ぎ
て
子
ど

も
の
心
的
に
キ
ズ
を
つ
け
る
よ
う
な

こ
と
は
な
か
っ
た
か
ー
な
ど
の
在
を

よ
く
考
え
て
か
ら
、
適
切
な
助
言
を

す
る
の
が
効
果
的
で
す
。

-----./ 

ま
ず
友
達
納
つ
く
り
を

こ
れ
ま
で
家
庭
の
中
で
H

お
山
の

大
将
H

を
き
め
込
ん
で
い
た
子
供
た

ち
も
、
幼
稚
園
や
学
校
に
入
る
と
周

囲
は
見
知
ら
ぬ
顔
ば
か
り
で
す
。
し

か
し
、
友
達
づ
く
り
は
急
速
に
進
み

ま
す
。
一
日
も
早
く
友
達
吾
つ
く
る

こ
と
が
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
通

園

-
吋旭
羊
を
よ
り
楽
し
い
も
の
に
す

る
第
一
の
秘
け
つ
で
す
。

自
己
主
張
の
強
い
子
は
協
調
性
に

欠
け
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
集
団
の
遊

び
に
な
じ
め
ず
、
す
く
け
ん
か
を
は

じ
め
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
ロ
の
重

い
子
と
か
神
経
質
な
子
ど
も
は
、
集

団
生
活
の
中
で
が
ま
ん
す
る
こ
と
が

な
か
な
か
で
き
ま
せ
ん
。
こ
う
い
っ

た
性
格
の
子
ど
も
に
対
し
て
は
、
母

親
は
そ
れ
と
な
く
手
助
け
を
し
て
あ

げ、

一
日
も
早
く
み
ん
な
と

一
緒
に

遊
べ
る
よ
う
に
導
い
て
や
っ
て
く
だ

さ
い
。
た
と
え
ば
行
き
帰
り
の
道
も
、

返
附
の
友
達
や
上
級
生
と
い
っ
し
ょ

に
行
動
さ
せ
る
な
ど
し
て
、
集
団
生

活
の
ル
ー
ル
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
の

も
よ
い
で
し
ょ
う
。

近
く
に
同
じ
年
ご
ろ
の
子
ど
も
が

い
な
か
っ
た
り
、
適
当
な
湾
ひ
場
所

が
な
か
っ
た
り
す
る
と
、
子
ど
も
は

ど
う
し
て
も
家
に
閉
ビ
こ
も
り
が
ち

に
な
り
ま
す
。

外
に
連
れ
出
し
て

一

諸
に
遊
ん
で
や
る
と
か
、
友
達
を
見

つ
け
て
や
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ

、q
，

(5 ) 



防
火
へ
の
決

消
防
団
出
初
め
式

町
消
防
団
の
出
初
め
式
は
五
日
、
町

民
セ
ン
タ
ー
に
美
利
河
、

Rf恒
、
樋
川

4
茎

の
四
分
団
か
ら
百
四
十
人
が
参
加

し
、
各
団
只
た
ち
は
一
年
間
の
防
火
、

防
災
へ
の
決
意
を
新
た
に
笹
い
合
い
ま

し
た
。
ま
た
、
府
よ
で
は
永
年
勤
続
、

功
績
団
只
表
彰
の
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
そ
の
あ
と
、
今
金
分
間

μ六
十
人
が

制
服
も
り
り
し
に

き
び
き
び
し
た
動

作
で
市
街
地
を
行
進
し
、
町
民
に
火
災

予
防
を
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。
(
玄
武
〈
)

表
彰
さ
れ
た
方
々
は
次
の
通
り
で
す
。

阿部正夫さんに

三
十
九
年

間
に
わ
た
り

消
防
団
員
と

し
て
町
民
の

生
命
財
庄
を

守
り
続
け
で

き
た
故
阿
部
正
央
さ
ん
(
旭
町
)
に
勲

六
等
瑞
宝
却
が
贈
ら
れ
、
二
月
七
日
桧

山
支
庁
長
を
通
じ
て
伝
途
さ
れ
ま
し
べ

故

/
 
+
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
曹
三
十
年
勤

続
H
及
川
良
、
小
池
額

一
、
山
崎
敏
夫

栗
山
幸
雄

(
以
上
今
金
)
山
石
吾
雄
、

早
坂
悦
次
郎
、
安
達

一
夫
、
安
達
芳
雄

佐
々
木
徳
三
郎

(紐
川
)
篠
悶
正
慈
、

阿
部
さ
ん
は
、
昭

和
十
三
年
十
月
に
利

別
村
消
防
組
に
入
組

以
来
、
火
災
予
防
の

充
実
を
叫
ぴ
、

年
末

響
戒
は
一
度
も
欠
か

し
た
こ
と
は
な
く
、

学
校
や
一
般
玄
庖
の
防
火
芳
棋
に
意
を

注
ぎ
、
予
防
消
防
の
強
化
に
努
力
し
た

功
績
は
布
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
責
任
感
が
強
〈
四
十
八
年
か

ら
副
同
長
を
つ
と
め
、
五
十
年
か
ら
は

本
部
長
も
兼
務
す
る
な
ど
、
そ
の
大
半

を
部
下
団
員
の
統
卒
、
指
揮
に
あ
た
り

消
防
団
幹
部
と
し
て
信
編
を
一
身
に
あ

つ
め
て
い
ま
し
た
。

2日27・28日に納税相談

所得税の申告はお早めに

昭和52年分の所得税とl閉与税の
lド告と納税がはじまりました。

この申告と納税の期11ftは、所得
税が2月16日から 3月15日まで、

附与税は2FI 1日から 3月15日ま

でです。

申告l'.'をむ〈ときには、中告書

に同封されている「申告替の{1}き

方J などの説明書を事考に Lて〈
疋さい。もし申告告のl'.'き方や所

得の計算の仕方などでも、ご不明の

点がありましたら、お気軽に税務

者、役場税務課にご相談ください。

税務署の窓口は、 3月上旬が比

較的すいており 、落ちついて相続

ができますので、できるだけ早め

に巾告を清ませて〈ださい。

なお、 2円27日と28日には今金

町役地で納脱相誠を行いますので

ぜひご利郎くださいo

納税時間になりますと、制務魯

矧の作成などを依頼する人が$い

ことに便乗して、税理士業務を行

う資格のない入が申告書の作成な

どの日::!J手を寸令ること カずあります 。

このような「にせ税理士」は法律

に違反するばかりでなく、納税者

に迷惑をかけることが多いので、

{水車nされると きは資格を持った人
i二本日日炎Lましょう。
(注)贈与税は、 l年1mに個人か

らもらった財産が田万円を超える

ときにかかります。

(6 ) 

阿
部
久
治
、
加
藤
春
吉
、
緒
方
一
雄
、

安
藤
誠
次
郎
、
日
下
昭
二
郎
、
畑
沢
留

吉

(花
石
)

+
北
海
道
知
事
表
彰
V
十
年
勤
続

1
ホ

剖
敏
治
、

内
ケ
品
利
之
、
安
凶
昭
維
、

山
口
勇
、
制
時
良
ヰ
司

(AZ品
)
佐
竹
紀

近
、
山
田
忠
夫

(花
石
)

争
選
消
防
協
会
長
表
影
V
功
総
主
H
多

田
山
太
郎
、
及
川
良

(
A不
品
)
山
石
哲

脱

(種
川
)
篠
田
正
喜

(花
石
)

V
三

十
年
勤
続
H
多
国
貞
太
郎
、
河
村
昭
夫

本
回

三

(
A丞
)
亨
二
十
年

M
T

木
村
金
二
、

利
削
此
希
男
、
加
藤
制
官
、

迷
藤
茂
、
八
弔
挫
辰
雄

(
Aゑ品
)

V
十

年
控

T星
一
郎
(
A
7

金
)
石
沢
隆

一

捗
升
カ
(
花
石
)

ま
た
、
副
団
長
と
し
て
活
蹴
し
て
い

た
阿
部
正
失
さ
ん
の
他
界
に
よ
り
新
し

い
幹
部
は
次
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

曹
団
長
多
田
山
太
郎
V
刑
団
長
及

川
良

-
山
崎
敏
雄
士
益
分
団
長
河

村
昭
夫
V
同
副
分
団
長
栗
山
幸
雄
V

同
部
長
牧
田
容
蔵

該当する児童には入 2一通知』を

お送り Lましたが、まだ防いてい

なかったり 、通知~}の内科に不1IJ1
な内がありましたら町教行委o全
へご迎結ください。

圃奨学資金のご利用を

町教行委1"会では今'!'-411から
1I害主さ れる ρ』主j::の奨"f:~元全の巾し
込みを受け付けしています。

I>t:ì付額(1" 1 額 t:':jf~5千円、
大学 l刀l'1.太 s院 1)j 2千円
b償還年車後6ケ川すえ;ιき、
10年以内の叶!賦In迎。髄利子。
貸し付けを受けようとする方は

2月末まで在、校を通じて申 L
込みください。

圃建築基準法令講習会の開催

道建策J白押，j~ では、辿築1叫係技
術{;を対島に}ll築基i1Ml令J再開会
を次のとおり|持i催 Lます。

1> 3月1411江差町 3111611目立町1

b受付 2 111311から各五庁及び
町役nH.1!築f干で受付、定員にな
η次第締切り。

b 内容 テキス ト 「実務に役立つ

世令解説J により、法令改正の

要事点立t~ ぴに法令の~，~本的事項を

E点I1勺に解"止します。
・3月の休日当番医
5日 今世間T 岩間1医院E②凹57
12日 北柏山町平医院E④5011

19日 今金問国保病院E②Q221

21日 北楠山町国保柄院E④5321

26日 今金町 í~~ 旧医院E②0324

11' "ぅ漁業雌q;~占に対す る臨時措

ii'l法」及びl剖係政行令の由r]ii!によ
り、 It洋漁業部の従事者で減両日の
ため失職 Lた方々の救済を'khi叫す
ることに在 η、該当者には訓練待

IYI手当または就職促進手吋 (lIAi:':i
n傾倒，3001'J)などを支給するこ
とになりました 。 このW ，l盤1l~凶を

受けるためには ri魚業雌峨白求職
手帆」の交付を受け〈よければなり

ませんが、この手帳のrltJ/iHJI限は
rllr1fl!53i!，.4 } 1 1 11 J まて平となっ
ていますので、該当する力はla寄
りの海運局か公共職業安定所に述

絡のうえご相淡ください。

・看護職員の無料職業紹介

北海3且岩波丸.r.rぇ協会では、現在
む勤めしていない保健制、助産婦

.fi'，l直制(土)、刊I!u滞納さん)jの就
j陸相1.1車を無料で行っています 。 ま
丘、就業の11.'j=JYJをIUJわずあらかじ
め笠量生して台< rナースパンクJ

制度がありますので気軽にご利用

ください。笠針された方には府議

の技術、知1 ，1ill~ Jl. び医療施設咋の求

人M r.!( を f1J4~ した“右越ニュース "

を1si:fJ)坐料でお送ηします。巾し

込みは北海辺およ宙研修会館内←道

行波対立1協会(jliOll-863-6794I作)

鼎料職業*N介;刊へ0
.入学通知書は届きましたか

こと L、小川査に入学する児童

は11円相ト4611'-411211;から!I(1，f1147子1

41111-1までiとまれた児蛍です。

圃固定資産税課税台帳の縦覧を

l昭和53年度の問定資産税がr止ま

りました。役均税務課では3111

日から 3rJ20日までの問、上I也、

事厄』の，，'1'1面却などをJ出版したlulA:
資脱税必.f~f:沖品をおみせします 。

あなたのl'mにかかる税令はな
になになのか、 -'nHra型Lてはい
かがでしょうか。

.ゴミ捨て場の利用は正しく

町内のゴミ(不燃物に限り)捨

て均はJ¥W:J也区を利用していただ

いていますが、J.lI.況を兄ますとほ

とんどカ吐棋えるゴミが搬入されて

います 。.fllmする}Jは次のことを
厳司するようご協力ください。

b投JI!i物は燃えないゴミに似る。

[> 111で迎搬する途中でゴミを道路

に訴さないよう ijミ:Q:-tる。
bゴミ捨て均に伶でる11キはできる

だけおて均の!見へ捨てる。

.漁業離職者に就職促進手当支給

このたび rml際協定の締結17;に

冬
の
生
活
を
楽
し
む

歩
く
ス
キ
1
の
愛
好
者
た
ち

γ
本
来
の
体
力
づ
く
り
を
ね
ら
い
に

「
ス
キ
ー
を
手
軽
に
楽
し
ん
で
も
ら

お
う
」
と
歩
く
ス
キ
ー
の
普
及
に
乗

り
出
し
、
八
十
台
の
専
用
ス
キ
ー
を

フ
ル
に
貸
し
出
し
し
て
き
ま
し
た
。

今
冬
は
今
金
ス
キ
l
連
盟
の
指
導

で
二
月
五
目
、

4v
金
小
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
歩
く
ス
キ
l
の
締
判
会
を
聞
き
ま

し
た
が
、
家
族
ぐ
る
み
で
五
十
人
が

参
加、

ま
ず
み
ん
な
で
ま
っ
す
ぐ
歩

い
て
か
ら
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
一
周
し
坂

を
川
る
。
初
め
て
ス
キ
を
は
く
お

母
さ
ん
も
「
雪
の
上
を
こ
ん
な
に
自

由
に
歩
け
る
な
ん
て
、
本
当
に
殺
し

い
で
す
ね
」
と
笑
い
が
い

っ
ぱ
い
。

三
月
に
は
み
ん
な
で
野
山
を
歩
き
ま

し
ょ
う
》
瓦
7

か
ら
大
は
り
き
り
で
す
。

「
お
母
さ
あ
1
ん
、
も
っ
と
ゆ

っ
く
り
歩
い
て
よ
l
」
と
小
学

生
も
ま
じ
え
た
家
族
が
雪
の
上

を

「オ
イ
チ
ニ
/
¥
」
と
元
気

い
っ
ぱ
い
に
歩
く
、
滑
る
。

昨
年
か
ら
町
教
委
が
、

ス
ポ
l

最後の
コース

指
図
を
し
な
い
で

見
守
る

コ
ト

》叩引けは、

f
T
ど
も
の
も
の
で
あ
っ
て
、

税
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
相
叫
が
さ

し
ず
ば
か
り
し
て
い
て
は
、
チ
ど
も
は

受
け
身
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

V
子
ど
も
の
城
を
作
っ
て
や
る
コ
卜

vmHに
集
中
で
き
る
均
を
FJえ
で
や
り

た
い
も
の
で
す
。
勉
強
べ
や
が
な
か
っ

た
ら
机
を
hh
d
-
え
て
均
所
を
決
め
て
や
る

こ
と
で
す
。
こ
こ
を
イ
ど
も
の
械
に
す

る
の
で
す
。

「
お
か
あ
さ
ん
、
ぼ
く
の
机
の

t
に、

こ
ん
な
も
の
を
の
せ
寺
い
で
よ
己
と
い

う
戸
が
聞
か
れ
た
h

足
掛
ぷ
コ
ト
で
す
。

環
境
を
整
え
る
の
に
筏
か
協
力
を
示
す

の
が
、
役
制
の

一
つ
で
す
。

V
親
が
認
め
る
手
が
か
り
を
持
つ
コ
卜

一
、
二
年
生
の
ご
ろ
は
、
勉
強
の
中
身

も
方
法
も
わ
か
ら
な
い
の
が
普
通
で
す
。

ロ
感
謝
し
ま
す
固

-
社
協
愛
情
湾
行
へ
預
既
・
払
い
出
し

マ
中
型
部
一
袋
五
(
会
長
伊
藤
五
一さ
ん
)

か
ら
み
か
ん
一箱
会
設
舟
脳
ヘ
マ
荒
金
好

子
さ
ん

(函
館
市
)
か
ら
三
万
円
を
社

協
生
話
応
急
資
金
へ
守
伊
藤
五

一
さ
ん

(
中
坐
)
か
ら
刑
也
容
尚
子

一
台
を
盟
寿

国
ヘ
マ
今
野
利
佳
さ
ん
(
市
美
町
)
か

----../ 

こ
の
年
令
の
ザ
に
対
し
て
は
、
知
ら
せ

る
役
訓
が
あ
り
ま
す
。
手
会
食
し
、
助

言
す
る
コ
ト
が
必
要
で
す
が
、
そ
の
方

法
に
つ
い
て
は
く
ふ
う
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
チ
ど
も
が
三
年
生
に
な
る
こ
ろ

か
ら
組
の
手
を
計
画
的
に
上
手
に
、
昨

か
に
省
い
て
い
く
努
力
が
必
要
で
す
。

た
と
え
ば
、
帥
間
代日
を
引
く
こ
と
で
も
、

「
ど
ん
な
に
し
て
制
べ
た
の
か
、
お
か

あ
さ
ん
に
聞
か
せ
て
ほ
し
い
わ
し

と
い
っ
た
態
度
が
、
子
ど
も
の
勉
磁
の

し
か
た
を
認
め
る
手
が
か
り
に
在
る
の

で
す
。
子
ど
も
は
、
親
が
、
テ
ス
卜
の

点
数
を
気
に
し
て
い
な
い
コ
ト
。
そ
れ

よ
り
も
、
勉
強
の
し
か
た
に
関
心
を
寄

せ
て
い
る
の
だ
と
理
解
す
る
の
で
す
。

だ
か
ら
「
近
ご
ろ
、
一
千
明
け
百
科
事
典
を
、

そ
ん
な
に
利
則
し
て
い
る
の

y
eど
う
、

有
利
引
典
と
て
も
勉
強
に
役
だ
つ
で
し

ょ
う
己
と
い
う
認
め
方
が
親
に
で
き
る

で
し
ょ
う
。
こ
の
税
の
コ
ト
パ
が
、五、

六
年
生
寸
勺
中
M
e

ナ
生
に
と
っ
て
は
、
励

ま
し
の
コ
ト
パ
。
さ
し
ず
よ
り
見
守
る

効
果
で
す
。

(
神
丘
小
学
校
長
)

ら
台
こ
づ
か
い
を
た
め
で
三
千
一
一
百
円

を
光
の
里
字
国
へ
守
秘
川
婦
人
会
(
代

主
仙
紙
政
チ
さ
ん
)
か
ら
お
む
つ
宵
枚

を
白
山
町
凶
ヘ
マ
梅
本
幸
枝
さ
ん
(
八
時

町
)
か
ら
香
典
返
し
に
五
万
円
を
社
協

生
活
応
仏
語
金
ヘ
マ
一
月
十
六
U
に
今

合
川
発
信
で

一
万
円
が

n逃
小
平
校
へ

届
き
ま
し
た
。
無
記
名
な
の
で
広
報
紙

上
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

( 7 ) 



去
を育てる楽し
勾

美
し
い
草
花
を
見
か
け
た
と
き
「
欲

し
い
な
あ
ァ
・
毎
日
で
も
桃
め
て
い
た
い
」

と
思
う
の
は
人
間
と
し
て
当
制
の
心
怖

か
と
思
い
ま
す
。
通
り
す
が
り
に
花
屋

で
見
か
け
た

一
鉢
の
花
の
美
し
き
に
心

ひ
か
れ
て
、
日
い
求
め
で
窓
辺
に
飾
り

挑
め
る
:
・。
そ
れ
だ
け
で
も
あ
な
た
の

心
は
明
る
く
な
り
、
毎
日
が
楽
し
い
も

の
に
な
る
で
し
ょ
う
。
だ
が
、
そ
れ
だ

け
で
終
っ
て
し
ま
つ
で
は
、
観
賞
の
楽

し
み
だ
け
に
と
ど
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

h
中花
を
ほ
ん
と
う
に
楽
し
む
に
は
、

な
ん
と
い

っ
て
も
自
分
で
た
ね
を
ま
き
、

あ
る
い
は
苗
を
植
え
て
育
て
て
み
る
こ

と
で
す
。
育
て
る
楽
し
み
、
そ
れ
は
実

際
に
っ
く
り
育
て
た
人
だ
け
が
味
わ
え

る
特
権
で
す
。
愛
情
を
こ
め
で
手
入
れ

を
し
、
い
ろ
い
ろ
苦
労
し
た
あ
げ
く
や

っ
と
咲
い
て
く
れ
た
仕
を
比
た
と
き
、

そ
れ
は
を
ん
と
も
う
れ
し
い
も
の
で
す
。

そ
れ
が
花
屋
で
売
っ
て
い
る
よ
う
な

立
派
な
花
で
な
く
と
も
、
た
と
え
よ
う

も
な
く
美
し
く
感
じ
ら
れ
、
ま
る
で
我

が
子
の
よ
う
に
か
わ
い

νも
の
で
す
。

自
分
で
育
て
咲
か
せ
た
花
を
け
ん
る
喜

び
は
、
咲
い
て
く
れ
た
花
が
立
派
で
あ

れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
ま
た
長
く
咲
い
て
い

れ
ば
い
る
ほ
ど
、
よ
り
大
き
く
な
り
ま

す
。
し
か
し
、
そ
の
た
め
に
は
、
土
つ

J
ー

ー

緑
と
花
の
あ
ふ
れ
る
街
に

② く
り
、
秘
ま
き
、
衛
官
て
、
水
や
り
、

堆
肥
そ
の
他
の
手
入
れ
管
理
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
な
伐
術
が
必
要
で
す
。

花
の
種
類
に
よ

っ
て
は
高
度
な
技
術

が
必
嬰
で
、
よ
ほ
ど
熟
達
し
な
い
と
咲

か
せ
ら
れ
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
そ

こ
で
最
初
は
、
む
ず
か
し
い
も
の
は
さ

け
、
つ
く
り
ゃ
す
い
も
の
か
ら
入
る
こ

と
、
例
え
ば
、
花
担
で
楽
し
む
な
ら
ば
、

育
で
や
す
い
春
ま
き
草
花

(サ
ル
ビ
ア

や
7
リ
l
ゴ
ー
ル
ド
岳
ど
)
か
ら
入
り
、

そ
の
体
験
の
上
に
立
っ
て
秋
ま
き
品
花

(前
年
七
月
ま
き

1
パ
ン
ジ
ー
、
デ
イ

ジ
ー
な
ど
)
を
宵
て
る
の
が
よ
い
で
し

ょ
う
。
ま
た
、
チ
ュ

I
リ
y
プ
な
ど
の

球
似
草
花
は
、
球
恨
そ
の
も
の
に
生
育

に
必
要
な
栄
養
が
た
く
わ
え
ら
れ
て
い

る
の
で
、
無
肥
料
て
も
容
易
に
花
を
咲

か
せ
て
く
れ
ま
す
し
、
効
な
ど
の
よ
う

寺
丈
夫
な
宿
線
草
は

一
度
植
え
て
お
け

ば、

ニ
ー
=
写
は
植
え
H

甘
え
告
く
と
も
、

季
節
が
く
れ
ば
咲
い
て
く
れ
ま
す
。
こ

う
し
た
育
て
や
す
い
も
の
か
ら
入
れ
ば
、

ま
ず
失
敗
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
立

花
は

一
本
の
美
し
さ
を
楽
し
む
よ
り
、

集
団
の
奨
し
さ
を
観
賞
す
る
た
め
、

や

や
小
型
の
花
涯
を
作
り
同
色
ま
た
は
一
一

i
三
日
間
知
で
色
分
け
し
て
附
加
え
る
と
す

っ
き
り
と
し
た
訓
和
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

〆・
今
金
小
学
校
に
ミ
ニ
ス
キ
l
場
完
成

今
金
小
学
校
の
近
く
に
は
こ
れ
と
い

っ
た

ス
キ
l
場
が
な
か
っ
た
が
、
な
ん
と
か
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
ス
ロ
ー
プ
を
つ
く
ろ
う
と

い
う
先
生
た
ち
の
願
い
に

一
月
二
!
六
日
、

昭
釘
附
践
が
市
街
地
の
排
弓
作
業
で
集
ま

っ

た
吋
を
体
育
館
協
の
山
あ
い
に
巡
ん
で
く
れ

た
。
お
か
げ
で
立
派
な
ミ
ニ
ス
キ
l
場
が
で

き
、
子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
だ
。

住民σ忠弘
jjif月に
"，ベて

人口 9，452 '(-12) 
男 4ι31(-8) 
女 4，821(-4) 
世帯 2，674(-5) 

(出品事犯)

固
た
ん
じ
よ
う
お
め
で
と
う

庄
司
桁
功
男
(川

夫

長

引
)
市

川
崎
雅
之
鬼
(和

美

四

男
)
神

発
什

・
北
海
迫
A
F
壷

=広級=

トヒベγクス

(8 ) 

-
接
戦
を
展
開
し
た
町
民
将
棋
大
会

開
棋
八
十
周
年
記
念
の
町
民
将
棋
大

会
が
二
月
五
日
、
町
民
セ
ン
タ
ー
で
閲

か
れ
、

三
十
年
よ
り
に
コ
7
を
進
め
る

お
年
寄
り
ら
十
八
人
が
接
戦
。
全
員
対

等
に
勝
負
し
た
た
め
一
局
三
十
分
で
王

手
と
な
る
人
や
二
時
間
の
長
考
組
も
い

て
対
戦
は
夜
の
八
時
ま
で
延
々
と
続
き
、

A
組
は
飯
間
信
殺
さ
ん
、

B
組
は
本
戸

部
義
昭
さ
ん
が
優
勝
杯
を
手
に
し
た
。

小
田
品
利
宏

ν
月
(親
守

二
男
)
企
掠

小
池
弦
徒
V

月
(
直
二
長
男
)
八
束

水
貯
真
知
子

ν
月
(次
男

二
女
)
金
罰則

寺
田
尚
弘
げ
月
(隆

一

長
男
)
稲
穂

村
上
克
明
対
(仁
司

二
男
)
位

川

樋
口
圭
子
治
(英
二

長
女
)
寒

釘

仁
木
俗

一
括
(
幹
雄
長
男
)
田

代

室
ハ
令
財
米
治
(京
司

二
女
)
暫
団
地

白
戸
牧
絵
治
(
克
行
長
女
)
八
束

笠
間
一
江

ν泊
(
進
長
女
)
雨
栄
町

恨
判
佑
輔

v
m
(
茂

春

長

男
)
御

影

丘町

4
指
/
企
画
面
醐
広
報
係

~ノ

闘
い
つ
ま
で
も
し
あ
わ
せ
に

木
島
正
宿
H
坂
本
ま
さ
子
白

村

上

忠

弘

H
林

幸

代

神

長
谷
正
幸
H
小
川
り
つ
子
神

園
お
く
や
み
も
う
し
あ
げ
ま
す

中
(
舎
男
太
郎
七
十
凶
哉
美
利
河

吉
田
ト
シ
ヲ
六
十
七
歳

中

皇

太
田
越
ヒ
ロ
エ
七
十
八
成
田
代

松

尾

的

代

治

六

十

八

歳

稲

穂

得

本

腕

泊

五

十

四

歳

八

幡

町

(
一
月
分
) 丘丘 石

印
刷
/
胸
長
門
出
版
社

ぬ
・
2
・
勾


